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内容要旨 
【背景】血流感染症(bloodstream infections; BSIs)は高い死亡率や重篤
な合併症に関連しており、死亡率は世界で 15～30％と報告されている。
近年、微生物の薬剤耐性(antimicrobial resistance; AMR)が世界的な問
題となっているが、本邦における BSIs の疫学および AMR に関するデータ
は極めて少なく、明らかになっていない。これらのデータは、患者予後と
の関連性を把握する上でも重要であり、BSIs の予防や診断、経験的治療
の基盤につながると考えられる。そこで、本研究では昭和大学病院におけ
る BSIs の疫学および AMR に関するデータを明らかにするとともに、患者
予後に影響する因子について解析した。 
 
【方法】2012 年 1 月から 2016 年 12 月に昭和大学病院において血液培養
が陽性となった患者を対象とした。皮膚常在菌や環境細菌によるコンタミ
ネーションと、再入院患者を含む患者重複は除外した。患者背景、併存疾
患、重症度、転帰、感染源、原因微生物、AMRに関するデータを診療録よ
り後方視的に調査した。また、多重ロジスティック回帰分析にて 30 日死
亡に関連する因子を検討した。 
 
【結果】5 年間の血液培養陽性症例は 4,464 症例であり、そのうちコンタ
ミネーション(497 症例)と患者重複(1,862 症例)を除外した 2,105 症例で
解析を行った。5 年間の BSIs 症例の 30 日死亡率は 15.2％(319/2,105)で
あった。多変量解析では真菌血症が BSIs における 30日死亡のリスク因子
であった(オッズ比：4.7、95%信頼区間：2.5-8.9、P=0.000)。また、基質
特異性拡張型β-ラクタマーゼ産生菌は、非産生菌と比べて有意に 30日死
亡率が高かった(17.1% vs. 7.5%、オッズ比：2.6、95%信頼区間：1.3-5.0、
P=0.005)。 
  
【考察】本研究は BSIs における微生物の AMR データや患者の併存疾患、
重症度を含む疫学データおよび 30 日死亡に関連する因子について日本で
初めて報告した。多変量解析では、真菌血症が 30 日死亡のリスク因子で
あることが明らかとなった。真菌血症は悪性腫瘍や免疫不全患者において
日和見感染症の病原体として頻度が高く、培養同定に時間を要し診断・治
療が遅れることが予後不良の原因として考えられる。また、BSIs の予後
における AMRの影響も明らかとなったが、カルバペネム耐性菌などは検出
数が少なく十分な検討ができなかったため、今後継続したデータ収集が必
要である。 
 
【結論】日本における BSIs の疫学および AMR に関するデータを明らかに
するとともに、BSIs の 30日死亡に関連するリスク因子を示すことができ
た。他国との比較および本邦での臨床指標を確立させるために、日本で
BSIsのナショナルサーベイランスの実施が必要である。 
